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保全と発展
―内蒙古自治区における草原・砂漠地の環境

保全と持続可能な経済発展のための課題―

賽 那
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前書き

内モンゴルでは､1960牢頃から砂漠化が急速に進行 してきた1統計資料によると､砂漠化面

積は牢あたり平均 3,000k戚ずつ広がっていた｡そこで内モンゴル自治区の使周可能な草原の面

積は､首960年の 漫2万kmBから､1999年には 38万 k mBに減少 した王)0 7880万 haの天然草原の

うち4653haが退汚し､草原総面積の うち59%までに及んだ｡今で は 砂 漠化土地面積は既 に 420

万 haに達 したヨ)O-方では内蒙古自治区の草原は45.65%が荒漠化 ､汁 ヲ箆%が砂 漠 化､5%が塩

稽化 といったデータもあるが3)､荒漠化も塩積化も程度の違いや物理的変化の 違 い があった と

しても､改善がみられなかったな ら､結局は砂漠化につながるものであるO

中国北方はかつて海や湖があったことから､草原針 下には砂が堆積 している｡そのため植生が

破壊 され表土が剥 がれると､砂の層が衰出 して しまい､従って土地は保水力を失い乾燥 し､地域

特有の強風に砂が流 され､それによって砂段が形成 され､その流動により砂漠化が加速する4)i,

こうした地域の砂漠化の仕組みに土地の再生能力を超えた過剰な開墾 ･放牧､水資源の不適切
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且つ過剰な利用など人為的な原因が大きく働 き､砂漠化を急激に進めたのである,

1銅9牢に成立 した新中国は,定着型の農耕と牧畜を進めた , 食犠増産の必要から､内モンゴ

ル-漢民族の移住が始まり､人 口は爆発的に増加 したJ旦953牢に 摘 m2当り508人だった瑚 こ

対 して､1983年には 16,28人とな り､入門密度は増加する--方だった5)っその結果人口密度は

1957牢から既に砂漠､草原地帯におけるA 日夜度限界指数 7人撒離 国連制定)を超えていた6㌔

こうした入n増加 と農業開発が､過剰な土地利潤 と破壊行為を生み出 Lたのである71

要するに人口増加に従って大規模な開墾が行われ､その結果､砂漠化が 始 まった｡また遊牧

に供せ られる土地が狭められた ことに加えて､市場経済の刺激 と露歯嚢制度の実施､な らびに土

地使用権 を世帯に配分するとい っ た 政策によって遊牧は不 可能にな り､定住放牧が取って代わ

ることになったOその結果､限 られた土地で家畜が育て られ ることにより､ついに過放牧が進

み､草原の牧草地の負荷が塞 くな り､草原生態環境 も退汚 し,砂漠化- と進む ことになったわ

けである73｡

他方､本来水資源が遼 しい地域である うえに､不適切且つ過度に利用 されたために､水盤が減

少 し､それによってただでさえ弱かった内陸部の自然環境が変わ り､植生が衰弱 した√〕こうし

て､砂嵐を発生するような砂漠化が遊行 して､砂漠化が さらなる砂漠化を呼び込むとい う悪循

環-向かったのであるT3

かねてから中央政府の基本政策は腰掛優遇､牧畜冷遇であって､遊牧生産方式を顧みずに頗業

山 辺 例 の発想で開発を進めてきたO現在では砂漠化の加害者､過放牧の元凶 として指摘 され る

の は 遊牧民の末商であるo Lか し､生態移民 として遊牧民を故郷か ら遠 く- と離れ離れに した

ところに も､農業一辺倒の発想を見て とることができる0

2000年には草原地帯の大沼は 192192万人にも達 し､その中で農業人口は 38.5万人､牧畜業

労働人口は 34.9万人 となった召)Q農業大 EMま牧畜業労働人 口より多 くなったのに対 して､牧畜

業 労 働 人 口が ま銅9牢の 26,3万人と比べれば 10余万人 しか増加 していない｡こうした入門構造

の 変 化か ら考えてみ ると､112377.69万畝 (7491｡8舶 万 ha)9)の広太な草原地帯の半分以上の土

地を荒地に したのは､この 34.9万人の牧畜業に従事する人たちだけではない3̀半世紀に渡る外

部からの九円増加 とそれに伴 う農地面積の拡大に圧迫 され､大沼の少ない遊牧民の生産基地は

狭まり､ついに遊牧生産形態は定住型放牧- と移行せざるを得なくなるとともに､これが過放

牧につながる方向- と向かったといえよう,,要するに何千軍 も草原 自然生態を保全 してきた遊

牧生産方式は砂漠化 とともに内蒙古高原から完全に消え去ろ うとしている｡すなわち入 口構造

の変化 且つ入日増加の経線 と砂漠化の遅行はどうに 蔓)足並みを揃えてきたように思われるので

ある､

上記のように内蒙古の砂漠化は入口増加､草地の開墾,過放牧､気候変動 (強風､干ばっ)

とい った自然 と人為的な諸要因によるものであるとい うが､これ らの諸要因は社会的 ･経済的

それに文化的な制度を背景に して助浸され､ついに砂漠化 を引き起 こしたと思われるC
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人類のいかなる文化形態であれ､全ては自然生態環境と切っても切れない関係にある｡̀自然

界からのエネルギー-摂取方式は人類文明を判断する蚤要な指標 であるjすなわちその土地によ

ってそれぞれに適 う自然環境に対 Lて適合するよう､濃い歴史を適 して､その地域の文化や生

活 様式が育まれてきた､そ うしてこそ､人間をはしめとする生態系し7つ臥 JJlさ､多様性が維持 さ

れ てきた18㌔｡内モンゴル草原にとってほその乾燥､貧水､砂上､強風 といった厳 しい環境 と脆

弱 な 生態系にあって生き延びることの出来る ｢革｣こそ､生態系を支える生命の源であり､そ

の 草 原 の保護 と維持 こそ極めて重要である｡遊牧の生産方式はこうした使命に応え､地域の特

殊性に見合った形で生産を行ってきた｡その意味で､放牧によって ｢草 ｣ とい う自然資源を賢

明に利周していたか らこそ､自然の 書保全jにも繋がったにもかかわらず､社会､政治､経済､

文化における変動により冷遇されることになった｡それが現在､砂漠化を招いたとい うのが蔽

うべくもない事案である｡

ステップの自然環境については､現代科学技術の知識をもってしても解明されていない上､

農業と牧業の発展を盲目的に求め続けることによって開墾 と過放牧のもたらした結果は共倒れ

を招くことに繋がると言わざるを得ない｡それはハ---ディンが唱えた ｢共有地の悲 劇 j に照 ら

してみれば､それ と本質的に同じく ｢共有地における自由は､すべてのものに破滅をもたらす｣

結束になりかねないわけであるIl)0

本論文は環境保全 と経済開発の両立の視点から､内業 首自治区の砂漠化の防止とその地域の

持続可能な発展､それに対する遊牧民の生産方式 と文化の意義について考察することを目的 と

する､

第 -章 草原生態環境の保全と遊牧

--草原牛悪環境の保全とその意義

草原の ｢保全｣ が､草とい う自然資源を放牧を通 して適切に利用 していたことによって実現

されていたと言 うと､奇異に思われるかもしれない｡なるほどパスモアは､｢保全｣ を ｢節約｣

や ｢保存 ｣ の 意 味で使っている｡ ｢保全するとは救 う 一節約する (save)ことである5保全 とい

う語は化 石 燃 料 や金属を将来の使用のために節約することにも､また経を消滅から､輝生林を

土地の開発者から救 うとい うようなあらゆることにも用いられる0----だが通例にな りつつあ

る開法に合わ せて､私はこの語を､後の消費のために自然資源を節約するとい う意味でだけ用

いる｡-- j 咽｡ しかしながらノ--トン (B.G.NoTiorl)は､自然の資源の懸繭な利き馴=こそ ｢保

全｣の意味を捉えているo｢保全は将来の利用可能性ないし生産諸力の維持を目標にして資漁を

賢明に利用することと定義すべきだj l3)とい うのである/3保全の定義 として両者に相違が見ら

れはするが､現実に自然資源を利用せざるを得ない現状に鑑みるに,社会においては両者が提
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唱 Lたとお り,絶滅に蘭 している自然を救済 し､保存しなければな らないと同時に､資源エネ

ルギ-慨 節約 と自然資源の賢明な利用が切実に求められているのほ間違いない

従って､草原生態環境U〕 r保全｣ とは､全く手付かずの自然を守 るとい うことではなく､程

度の違いこそあれ､太の筆が入った場所を維持するために､さらに人間の手とコス トがかか り､

その生物多様性を保護するとともに生態環境の許容度を越えない条件で利益 も得る'11勤でなけ

ればならない′/そ うした矛盾する課題を実現 していたのが遊牧だった齢であるノ

現在では内蒙古自治区で人の手がつかなかった原始草原はほとんどなくなったといえようQ

遊牧民 も何千牢の遊牧生産を通 して草原に芋を加えなかったわけでは決 してないC 動物を家畜

化すること自体､太閤の如意､行動な しにはあり得なかっただろ うっ 人間はつねに自然に手を

加える形で生活を営まざるを得ないのである｡

他方､地域農牧民の貧困問題の解決からしていっても資源エネルギ-一の使用が必要不可欠で

ある以上､開発をいっさい禁止す ることは困難である｡従って､--方では生態環境を保全する

とともに､貧困解決のための開発が両立できるような経済活動と保全策が求められるOすなわ

ち環境の永続性を保ちなが らその許容度を超えない限 りで経済開発 をすることが 一番望ましい

方向だといえようO そのためにも､自然を救済するためにも､由然紫蘇を節約 Lながらも､賢

明に鋸屑する拳段 として､遊牧の意義は大きかったのである呈4).)

それでは､すなわち革原盤健を保全する意義を､どこに捉えるべきであろうかo

1.｢生態防壁｣ としての意義

2002準3馴 こ首相朱緒基は全国人民代表大会中､内憂青自治区代表団会議場に ｢内憂青自治

区は中国の北方地域の重要な生態防壁であり､必ず生態環境の保護 と建設を行 うべきであるO

それは内憂青の各民族の生存 と発展に直接かかわることである上に全国に持続可能な発展の戦

略を実施することに対 して塞太な意義を持っている｣と明言 したoそれ以来砂嵐の発生源 と指

摘 された内業青草原は環境保全の対象 として国から注目されはじめ､功績､失敗についてはさ

ておき､とにかく今 日まで生態環境保全は実施 されてきた王5)C

2 生物多様性の保護としての意義

人間や他J〕動物は直接あるいは間接に､酸素 ･衣食住 ･匡薬品 ･その他LTl必需晶を植物に掩

っているので､植物の絶滅のほ うが焦眉の問題である｡2000牢までに入間活動によって植物極

の 25%が絶滅する可能性があるとい う推計もあったほどである16)eJ

周知のように生物種は人間に対 して医療資源 ･食料資源 ･産業資源 としての利益､二酸化炭

素の吸収､酸素の放出､気候の調整など入間の生命維持に寄与するとい う利益､人に安 らぎや

露びを与えた り､また生物学者の知的探究心を満たすとい う精神的な利益､観光資源 としての

利益をもたらしてきたi7㌔ だか ら人間にとっての利益のためからして､その多様性を保護する
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ことが必要なのである｡

モ ンゴル高原 では本来野生動物は豊かだった.｡歴史著作 『元朝秘史』か らもう52種類の動物に

-弟､て記毅が調 べ られ るO関係統 計では内蒙古では野生植物2割臓金種､重点保護植物 IO u 余 様 ､

野生魚叛80樽 ､両生欄虫類罰 金様､鳥類 370余樽､獣類 100余種､国家重点保 護 動 物 100種

位見出される とい うっい う藍でもなくそれは内陸におけるステップ特有の生物 種 で あ り ､ 人類

全体の利益にかかわる遺伝 子プ←-ルでもあるのでその多様性の保全はきれめて重要である,3

万では動植物 の畳的な減少による被害は問題 となっている例が少なくない｡例えば鷹 とフタロ

クの減少によ り鼠が繁殖 し､草原が被害を受けていることや､高温 ･乾燥により鰻が繁殖 し､

草を食い尽くす 災害 (飛蛙)などが挙げられる18)｡過耕作 ･過放牧の弊害に加えて､生態バラ

ンスの崩壊に よる草原の植生破壊 も加わり､環境に更なるダメ一一ジを与えているのである｡

3.気候変動緩和の役割

地球上の植物の分布は､気候帯の分布と非常に密接な関係があるO各種植物 ごとに生育可能

な環境条件が異なっているため､自分が適応 している気候の下でしか生存できない｡つまり植

物の分布は気候に決められているO--方植物はさまざまな効果を通 じて大気に影響を与えてい

る｡そこで箆期的な視点では植物は気候に影響を与えることになる｡気候システムの構成要素

(サブシステム) として､ほかのサブシステムとの相互作用によって分布が決定されているQ

だから植物の生態は過去の気候の再現や地球温暖化予測において姦要な要素だと考えられてい

る19㌔ であるからして､最期的な視点に立つなら､ 植 物 の多様性を保全 したならば､少なくと

も気候変動を緩和する働きを期待できるであろう｡

内蒙古草原では砂漠化､荒漠化の進行により地表温度は大幅に昇降変化を起こしているよう

である〕内蒙古自治区烏蘭察布盟 (オランチャプ盟)での調査報告では草原は砂丘 (中国語で

は ｢沙地｣)に比べて､夏 3-5.5度低 く､冬は6-6,5度高い上に､地表の浸食流失を 80%ほど減

少させ､同時に積乱雲の形成にも働くとい う｡だから植生のよい草原は植生のまばらな砂丘よ

り､その周辺の気候を均衡化するようになるといわれる｡それに対 して大幅における地表温度

の昇降変化は畢魅を激化 させ､さらに砂漠化 と荒漠化を進めていく悪循環を形成するメカニズ

ムである20)Qだか ら草原にせよ､砂丘にせよ､その植生を守ることは非常に大切である｡植生

の保護とは植物多様性の保全と直接関係があるので､気候変動を緩和させるためにも､植生 を

通 した生物多様性を維持することは必要である｡

二､遊牧の環境 保全 _eJJ運営としての側面

すでに述べたように､草原生態環境の保全は､人間がその生存と発展のためとい う立場か ら

いっても必ず果たすべき乗務である｡環境を保全するために責務を果たすためには､環境 と共
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生 していく倫理を培い､その信念､態度､基準21)に従った拍動を していかなければならない～

そ うやってこそ私たちは､自然か らの恩恵に も恵まれることになろ う,つ自然か ら利益を収奪 し

ようとした結果､私たちは環境破壊 を引き起 こすに至った√一文明は自然破壊の 上に成 り立って

きたとも言われ るrJ しか し､人類の 射 ヒのなかにも､環境保 全に貢献 した倫理的な射 た遺産は

あった郡である,i

遊牧は現代倫理学の視点から考えると少なくともステ ップとい う地域に見合ったロ--カルな

知恵が育まれた文明遺産 といって も言い過ぎではない｡それは現代科学技 術 と社会システムに

結びつけられない もので もない｡

遊牧民は晋か ら馬､牢､羊､山羊､鶴甑 とい う習性のまった く適 う家畜を飼育 し､その暮 ら

しを営んできたコ家畜の飼育には広い牧草地をもち､季節的な移動による利用方法 潤 率の移

り変わ りによって春宮地､夏宮地､秋宮地､冬営地- と順番に移動すること)､臨時 ｢借地養畜｣

方法 ほ ンゴル語 で 妻オ トル ｣とい う上 畜種による牧草地の分配利用の方法 (家畜 ごとの牧草

食用習性に見合った放牧､それは他面では植物種の単純化を避けられ る)､井戸療削による未開

地利周の方法､乾草貯蓄による牧草地の利用方法 (秋に草を刈 り､干して貯蓄すること､地面

より一定の高さをもって草を刈る､毎年同 じ場所を刈るのではなく､草刈地を区分 して交替で

刈る) といった生産 革段を取 り､生産運営をしていた｡それは主に移動によって､牧草地の生

段の調 子を見て､何 日か放散 してか らその再生のため家畜を離 し､飼養 をやめ､植物の生産と

種の結実に悪影響を及ぼさないよ うに心がけること､幣期に粘れる植物 を先に利潤し､遅 く粘

れる植物 を次いでに利用 し､櫨物種の食いつ くしを避け､来年の生濃 を考えること､さらには

季節 ごとに牧草地を区分 して輪牧すること､植生がよくない牧草地の場合は区分 して二軍以 上

体牧することを実施 し､ 家畜の繁殖 と健康を保つと同時に植生の再生機能を維持 し､その割 当

地の持続的な利潤を図るこ とな ど､さまざまな知恵や工夫は文化 と言って過言ではない22)0

遊牧の鮮明な特徴 となる ｢移 動 ｣ とい うことは､一見するとネガテ ィヴに感 じられ るか もし

れない{｡実際それは人類文明の中に欠かすことができない生業ともなっていたが､近代文明に

よって排除され地球上から姿を消す寸前 となるに至ったのであるQ しか し､それは自らの素因

によって滅亡 しつつあるものではないO

従って地域生態系を維持するとい う視点に基づいて､その地域の環境保全､経済発展のため

に､遊牧民の伝統的な生業 と社会文化に目を翻 す､これか らの適正規模の技術の取 り組みに応

じて,技術的な側面や倫理的な側面に鑑みて､判断することが求め られ よう23㌔そ うしてこそ､

伝統文化から学ぶ ことができる技術 もあることと信 じるっ
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第二葺 保全の情理

-､環境封呆仝することは自然にbLLないのか

パスモアは､自然資源を賢明に利用することを r保全｣として捉えて､これには憤藍ながら

｢保存論者の自然に事をつかずにおこう｣ とする主張は現実上では不合理な面があるか もしれ

ない24)Q しかし､これでは､ ｢保全｣といったところで､ある種 T利潤｣の隠れ蓑であって､本

来の環境保護には反 しないのかとい う疑問も生 じるo

すでに述べたように鼠が繁殖 し､草原が被害を受けることや､高温 ･乾燥により蛙が繁殖 し､

草を食い尽 くす災害､さらには森林､牧草地の火災などが発生する場合には手をつけずにおけ

ば､言わば ｢自然の自殺j を黙認することとなるO 二の場合､すでに述べたようにパスモアの

｢保全とは救 うこと｣ のほ うが賢明である｡すなわち自然に反することではないO自然のまま

に､その自生能力に任せることでは砂漠化を食い止めることができないことも11-面の事実であ

って､ここでは ｢保全｣を通 した F救済 ) が求められていることであるo

周知のように内蒙古草原から発する砂嵐は中国の首都北京､天津のみならず､日本､韓国な

ど隣国にも影響を及ぼしている｡屋外の寮や洗濯物-の被害から､健康被害､視界不良による

航空-の影響､さらに最近では､中国の工業地帯を通過 した黄砂が含む汚換物質-の懸念 も高

まっている25)｡内業青草原では砂嵐による被害はもっ と深刻である0号993窄 5月 5日発生の砂

嵐に西部の阿校費盟 げ ラシャ盟)では家畜 i2万頭が被害受け､その 中､羊 呂0醐 頭が流砂に

埋 もれ､死ぬほどだった26)0

要するに砂漠化の拡張を止め､その流動による他地域-の加害､土地の退行などを防止する

と同時に入間の経済､生活を保障することは､複雑且つ切実な問題 となっている,それに直面

して対策や対処をとらなければならないのはもちろんであるが､根本的には､環境を保全 して､

砂漠化の進行を食い止める方向-向かってゆくことが賢明であろう｡それは､気候変動を激化

させないような行動をとり､自然生憶のバランスを崩 さないことを通 して､T持続可能 jな生活

にこそ価値観の礎をおくことによって可能になるであろう｡

パスモアは ｢ある問題が自然に対する入間の振る舞いから生 じる事実上の結果であるならば,

その間題は 『生態学的』である｣ といい､そ して ｢生態学的問題は生態学 との問題 と同 じでは

ない｣､｢生態学的問題はある特定タイプの社会問題である｣と指摘 した｡続いてパスモアは ｢す

べて教学用語で､あるいはすべて経済用語で規定された合理精神の優越性をただ論証 してみせ

るだけのた捌 こ､自然のできごとを容赦なく踏みに じるよりは､まずそのできごとをつぶさに

見て､これが---層効率のよい働きをするように芋を貸 Lてやるほうが優れて大事なことである上

そ して [その酒屋な解決を見るためには大抵の場合､ 円立部分の問題 - -科学的 ･技術的 ･経
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酒的 ･道徳 的 書政治的 専行政的 に直面 しなければな らない 書と､さらに 亘､かなる解決策

もそれが藩足弓べきもの､『操作示す能的』な もの であ るためには､静滞亨と糾益 とを､これ までよ

り婆3･-層大きな規模 で考えていかなければな らない｣と述 べている′そ据 盛り､砂療化の問題

も 一つの生態学的問題であ り､社会問題 でもある,,従って草原生態環境 を保全す るには､自然

環境の効率の よい働 きを助長す ることが大切 であ り､そのためには現実的解決能力を潜在的に

引き出す ことが期待 され るっ成功の見込みのない政策を立案することはただ単に精hの浪費だ

削 こおわ らない.ーそれは欲求不満 と絶望感 をかきた てて､後退の道 に追いやることにな りかね

ない27)

二､草原生態の永続性を守るにはとうすべきか

1.緑化と環境保全

内蒙古高原は年降水塵が 400mm 以 下の乾燥地であ り､草原は土壌が薄 く､ ･｡度表土が流出

するな ら､砂が現れ るD乾燥 (畢魅)によって植生はまば らである 上に､風食によっても砂が

地寮に姿を見せ る ｡ こうした結果､砂が巻き上げ られ､ますます砂 丘をつ く り､さらに地表を

荒らしていくとu うメカニズムである.｡従って､砂漠化は､風と乾燥 と砂 と い う要素によって

引き起され るかに 見えるか 車jLれないo Lか し策の ところ､砂漠化は､95%が人為的な破壊行

為によると見な されている謂)C確かに､砂漠緑化の試み も窯施 されている｡ しか し､それは､

砂漠のよ うな強 く乾燥 し､植生が不毛な土地を対象 としているのではな く､半乾燥地や､半湿

潤地などで圭に人間活動により砂漠化 した土地の緑化 を意味 している29㌔

があ り､今では国内外の支援 と住民の努力で緑化活動が行われているC

ただ､緑化だか らといって､木 を植 え､育てて､林あるいは森 をつ くればすむとい う一元 的

な観念に とらわれて しま うな ら､本来が乾燥 中辛乾燥地であるだけに失敗に帰しかね ない｡ も

ともと乾燥地 とい うのは､植物が土地か ら得る養分に乏 しく､従って植生もまばらで ､高木 を

植 えて も大きくな らない｡そればか りでなく､生育率 も低い,3だか ら乾燥地での緑化は水の消

費量が少ない草原作 りこそが原点であ り､かつ 自然に適っていると言えよう｡そ してその草原

で 適 切 な牧畜業を行 うことを目指 しなが ら､退行 しつつある土地に先ず荒地や風に強い低木 を

植 え る な ら ､ 低木は風速 を弱め､地表 を安定 させ､砂 を飛ばさない ようにすることが期撞され

る G そ の 低 木によって風 と砂か ら草を守 り､草を育てる､〕こうした草原再生法 こそ効率が商い

の で あ る .3すなわち本来の櫨生の再生を補助する低木の役割は非常に大きいのである3日,,

要す るに (適地適 本革) を基本 としなければな らない,,最終 目標はや は り上述のよ うに草原

作 りで､草原が保たれば適切な牧畜を行 うのが自然の理に適っている｡それに対 して農地をつ
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くれば､たちまち裸の地面があらわれ､風食により荒れて しまうのである32)

2.環境保全と資源の持続的な利用

保存論者m主張を厳格に守って､自然を拳つかずに残 してお こうとい うことでは､単なる自

然の保護にはなろうが､しか し､その資源 ･エネルギ山を無駄に放って置くことにな りかねな

い′., 他方､適度かつ適切な利用がむ しろ､自然生健の循環を生かすなら､そこにメリッ トを見

ることができるQつまり更新性資源においてはその再生機能を生か して､利用するならば､そ

れ こそ保全と利潤の両立に繋がる｡ある意味では自然との共生その ものであるっ｢保全は将来の

利用可能性ない し生産話力の維持を目標にして資源を賢明に利用することと定義すべ きだ｣と

ノ- トン は,GNo純on)が言った背景には､そうした発想を見て取ることができるC

すでに述べたように生物種は入間に対 して医療資源 ･食料資源 曲産業資源 としての利益､人

に安らぎや喜びを与えたり､また生物学者の知的探究心を満たす とい う精神的な利益､観光資

源 としての利益を供給する｡従って､そ うした自然を利用するにあた り､入間は､その (再生

機能)に鑑みて､く更新の可能性)を維持することこそが必要不可欠なのであるC

第三章 持続可能な発展の音義とその鑑みとしての遊牧の知恵

-､薄物寺垂の重要性

地球上の生繭は､遺伝子の多様性を保持 しながら､環境の変化に耐えうるシステムを発展さ

せてきた33㌔生物多様性 とは､種の甲における遺伝 子の多様性､ある地域における種の多様性､

生態系の多様性 とい う三つのレベルの多様性を意味 しているとい う3鵡)｡過去6500万年の間で生

物種は現在ほど脅威に酒されている時代はなかったとも言われているO非常に緩やかな進化 と

滅亡のプロセスであったにもかかわらず､この地球生命誌の中でほんの僅かな期間に生存 して

きた人類 (有史以降)は､現在その行動によって､剰 郡の瞬間に猛スピ- ドで現存の生物種を

絶滅に追いやっているかのようである｡1998牢のアメリカ自然史博物館による調査によると､

70%の生物学者は現在大量絶滅が起こっていると見られている35㌔

ドイツの生物学者マ-ク捗は ｢種の豊富さこそ人間自身の種の進化を実現させた飼育場であ

った｣ といったように､入間-直接的 ･間接的な利益を持ち出す資源 としてその保全は慶大な

ことだとい えよう36㌔

前章に述べたように､内憂青草原に生息する乾燥地の生物種は､その地域に特有の資源 とし

てしか価値がないとい うことではない｡人類全体の利益にかかわる遺伝子プ一一ルでもある｡内

モンゴルだけでも200余種の野生薬用植物があるとい うことからして､種の保全がい かに重要

であるかが理解できるであろう37千｡
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三 ､ 気候の自然性と気候変動の激化

温室効果ガスによって地球温暖化がもたらされた際の気候の激変 とその対策についての議論

は多いOそうしたなかで､温暖化の原因は入間活動にあるという因果関係を確認されている｡

それでも温暖化のメカニズムの研究を通 じてわかったのは気象とい う現象は､さまざまな要因

が複雑に付きまとってくるので､科学によっても気象とい う現象は完全に把握 されたとい うわ

けではない.｡気候変動は温室効果ガス以外にも､相互作用する多数のシステムを同時に考えな

くては分からないからである､｡すなわちその相互作用する多数のシステムをサブシステムとし

て包摂する全体を､｢気候システム｣だと定義できるであろうが､その予測の不確かさから ｢気

候システム｣ は人知の向こうに存在 していると言えるかもしれない弼o

従って､地球システムを技術的に制御 L管理 しようとする試みは危険である｡モデルに基づ

いて生態系の操作や制御を考えたところで､生物的 自然の単純化とい うミスに結びつきやすい

かもしれないのである39㌔

か りそめにも自然を改造することを行ったなら､それは直ちに自然生態系の破壊に 繋 が り ､

入閣の生存に脅威をもたらすことにな りかねない｡内業古自治区の水資源に対する人為 的利用

はその事例として挙げられる｡

日の記事によると､これ らの河川には太中小型のダムが45勾基も建設され､その牢だ け で ､ そ

の内の 1補 遺が干上がったとい うQかつては農牧業や工業にそれな りの役割を果たし､草 原 の

生態バランスを維持するのに太いに役に立っていた内陸河川は､その上中流域にただ港観､発

電､給水など単一-目的のために建築されたダムや分水施設が老朽化 した うえ､不適切な運営管

理によって､その中下流域では流れが断たれ､賦存畳が減 り､降水量の少なくなるにつれて､

その周辺の生態機能が衰えてしまい､ついには砂漠化をもたらしているのが現状である40)｡そ

れは自然的な要因ではなく､人為的な破壊によって発生 したことを確認 しておきたいL｡詳 しく

は拙論 ｢内蒙古の砂漠化の実態とその要因の考察｣(『現代社会文化研究 NoA2』平成 20牢7月､

5-7頁)を参照いただきたい｡

要するに内裏古草原では､(生物多様性の保全)ど (生態環境の安定)ならびに (地域社会の

持続可能な発展)は非常に大切なことだと思われる,ユそのためには21世紀の科学技術は経済成

長を促進する技術革新ではなく､省エネルギ巾や民生の技術へと形を変えなければならないC

技術と倫理から導かれる二本立ての価値判断による生態環境に見合った適正技術を草段とする

ことが必要である41㌔ すなわち生物的自然を利用するためにこそ､これと ｢共存｣せ ざるを得

ない｡そのためにも地域の自然生態に調和した技術でなければならないのである｡
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三､伝統文化の尊重と持続可能な発展

1,伝統文化は環境保全につながる

伝統的な入間の生活は人類が自然と共生していた時代の名残を今にとどめているL,地域 の 自

然条件に従って､調和する限りで､生産と生活が行なわれる場合であら,,農林漁業などは､時

に自然保護には叛く生活慣行だったかもしれない｡しかし､あくまでもそれは､鳩 鯖の制約に

服従しこれと調和する限り｣ 42)の営みであったC 自然とのそ うした近 しい関係こそが風土 とな

ってbそれを根源 とする地域文化､民族の文化を形づくってきた｡従って､地域の文化や民族

の文化には環境保全､他方環境保存の立場や技法が伝えられているのである｡

既に述べたように遊牧民は乾燥､半乾燥地域を開発 し､人類史上人間の生存に対して山東活

路を切り開いた｡野生動物の家畜化に成功し,天然草原を牧草地としての開発することによっ

て､--つの独特な生産システムを構築した｡そこには､自然と共生する営みを主張する風土習

慣､規制及び道徳マナ-が貫徹されていた43㌔ 具体的に言 うなら､｢移動 jによる牧草地の利用

と保全の技法､環境保護に関する法令､-定の倫理基礎と論理を有したシャ-マニズム的な 行

寮とタブ-､民間信仰や風習に調和 したラマ教 (チベッ ト仏教の流れ)の戒律などである｡ こ

のように遊牧は単なる粗放的 事収奪的な土地利用とい うわけではなく､限界環境の中で考え抜

かれた合理的な家畜生産システムとい うことができる叫Q

しかし､かねてから中央政府の基本政策は農耕優遇､牧畜冷遇であって､遊牧生産方式 を顧

みずに農業一辺倒の発想で開発を進めてきた(｡現在では砂漠化の加害者､過放牧の元凶として

指摘されるのも遊牧民の末商であって､生態移民として故郷を離れ離れになっている｡遊牧の

伝統とロ-カルな知恵は､生態移民の移住及び生業転換につれて消え去る危機に陥っているQ

もともと牧民はその土地､草原生態環境を保全する主役 となるべきにもかかわらず､これを

強制的に移住 させ､または生業転換を強いることは､労働分配､保全 コストからみても適切で

はなく,人的資源の浪費といえるO 他方牧畜民を馴染みのない生業に追いやることも､ヒェ--

マニズムに摩るOその土地でその日-カルな知恵を生かし､環境にやさしく凝 らすことが文化

生活や精神の面からいっても､また環境保全の促進､社会労働分配の観点からいっても賢明で

あるように思われるO

2.I/1.態樟民 1政策

2002年に首相末路基は ｢中華人民共和国国務院令 (第 367 号 ) ｣を公布し､ r退耕運林条例j

(土地を耕すことをやめて､その土地を森林に戻すこと)が盛 り込まれ､ ｢生態移民｣に直接

言及した｡この指令と条例に基づいて2003年に内葉音臣漁区の牧畜地域に ｢退牧遺草｣事業が

実施されることになったOその内容としてほ ｢人工草地｣の建設 ､ ｢禁牧｣ 仁-定期間､放牧

することを完全禁止すること)㌔ r体牧｣ (牧草が発芽から結実までの期間内に放牧を停止す
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ること)､ r区画輪牧 j (自然状況や人為的判断に基づき牧草地を単位に区切 り､順次に牧 草

地を換 えて放牧す る こと)な どの措置が挙げ られてい る｡それに 2003軍か ら五年以内に､全国

の退化 した牧草地全体の四割に相 当す る 10億畝 をEE33復す るとい う目標 も立て られた｡そ こで草

原を鉄柵 で囲って封鎖 し､線内に放牧 を禁止するために当地の住民を移転 させ る r生態移民｣

政帯が本格的に始 まった45㌔

｢生態移 民 ｣ 政策の背後にいわゆる澱族の文化 と少数民族の文化 との価値観の相異､或いは

相克の よ うな ものが存在 していること､｢生態移民｣の収入が以前 よ り減ってい ること､禁牧に

指定 され た土地に鉱物の探査､鉱業開設､盗牧 (人の 目を盗んで家畜を放牧) といった政策目

標に反 した事情が起 こっているので､本当に環境保全に適 った政策 となってい るか､議論 がか

まぴす しい46)

中国の有名な植物学者 や草原生態学者劉書潤氏は鉄柵 で封鎖 され た牧 草地の植生について[柵

内は最初のところ､ -見す ると植生が よくなるよ うであるが､それ は長 く続 くものではないo

植物種の全体にわたる復元に程遠 い現象で､牧草 としての価値の少ないあるいはまった くない

植物が茂 り､牧草地が単純化 しつつあるアンバランスな現象にほかないrJだか ら植物の背丈 と

密度で植生の良 し慈 しを判断す ることは間違いである｡ もともと乾燥地や半乾燥地の植物はま

ば らで､背 丈も低いけれ ども､それは生命誌 を遡 ると､晋か ら自然環境の適者生存を通って､

生 き残 ったもので､それ こそ この土地 を守れ るかけがえのない宝物である｣とみてい るnlまた

は鉄柵封鎖によって家畜を禁止 し､大の字を入れないままでは長年 にわたってその土地の埴生

が荒れて しま うか ら､適 当な放牧が必要であるOなぜか といえば自然のまま長年は うってお く

とその土地の生態は植物連鎖が行 きつ ま り､新陳代謝が失われ､枯れ草が茂 ることによって､

植物の光合成作用が妨げ られ るか ら結局荒れて しま うとも見られてい る47)a

それ に --千万年の 自然生態の適者生存により形成 された土壌 と原生植物 を破壊 した上で､人

工草地をつ くるな らば､それは改善 とい うより破壊 につながる可能性が高いQ もちろん 人工草

原は単位 歯槽牧草生産農を高め､家畜飼料供給 を確保す る上では牧畜業に有意義であるか もし

れないが､内陸的乾燥地の気候､生態 システムの特異性 を考えれば憤塵 でなければな らない｡

オ-ス トラ リア､ニュ--ジラン ド､オランダ､デンマ一 夕､ ドイツ､ス タェ--デ ンな どの草原

環境 と適 うか らである｡だか ら適地適本草のほ うが望ま しい卿Q

要す るに遊牧生産方式はかつての研 究者たちが評価 した ような立ち遅れた ものではな く､却

ってそれ は自然環境 におけるエネルギーや資源の再生を配潰 した周期的且つ循環的な生産行動

であ り､環境保全につながるものである以上､持続 可能な社会の構築にはその伝統文化の遺産

を受け継 ぎ､現代科学技術 と結びつ けた生産形態 を造 り､都市と草原地帯の入 口構造を調整 し､

更新性資源の利用 を推進 してい くことも望 ましい一-つの選択肢である49)o
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頂門葺 発展の曙念とはとうあるべきか

-､フロンティア倫増と,tt石地の悲劇

各章を通 Lて述べたように､大規模な開墾 と過放牧は,あくまで遊牧民時代の生態環境を大

事に扱って､土地の負荷を考慮 し､移動によって牧草地の再生機能を生か して生産を行ってい

た経験と生活知を無視 し､ステップの自然環境について現代科学技術の知識をもって しても解

明されていないにもかかわらず､農業と牧業の発展を無闇に求め続けてきたことによ り ､ 今 日

の砂漠化がもたらされたと思われるO結局のところ､開墾 と過放牧のもたらした砂漠化或 いは

生態環境の破壊は共倒れだと言わざるを得ない｡それはまさしくハ 一一デ でンが唱えた ｢共有地

の悲劇上すなわち ｢共有の牧草地で牛を飼 う牧夫たちが合理的に自分の利益を追求 しようとす

る時､誰もが牛をもう一頭 よけいに飼 うとい う選択をし､結果として牛の頭数は牧草地の限界

を超え､すべての牧夫はひどい損害をこうむる｣ とい うことと本質上同じく､結果は､共有地

における自由は､すべてのものに共倒れをもたらすとい うことにつながっているように思われ

る50)o

g0牢代以降に市場経済の波に乗 り､経済成長の刺 激で資源エネル翠-を略奪的に利用 して､

産業が盛んになったことは表面上経済発展をもたらしたようにみえるが､実際は貧困ラインの

拡張､自然生態の衰弱､更新性資源 -エネルギ一一の減少､地域 (民族)文化の破壊といった複

雑な社会問題が絡み合った時代をもたらしたのであるo

関係資料によると内憂古自治区の牧菓地域 (牧区)では 2000牢に 弧 4万人が貧困ラインに

あり､2001年に牧民の収入は959人民元とな り､極貧困人口が増加 したとい うO連続数年にわ

たる畢魅､雪害､飛鰻が原因だそ うである｡ 内蒙古自治区経営管理所の統計によると2002牢に

おいて､内裏青自治区散薬地域の経済総収入は前年比 3.3%下がったとい うOまた近年では禁

牧｡草原封鎖によって支出が大きくなり､赤字になっている牧民家庭も増えているそ うである5i)0

こうしたフロンティア倫理による開発､市場経済の利潤追求によって我々の社会は､環境問

題 と貧困の格差をはじめ､そこから派生的に生じたいろいろな社会問題に直面 している｡だか

ら我々はこの環境保全と経済開発が両方ともうまくいけるように､これまでの経済理念や社会

倫理を見直してゆかなければならない｡

二､rflJ]発｣ という概念の見直し

1.自由としての開発こそ真の開発である

アマルティア ･センはその著作 『自由と経済開発』 ‖∃本経済新 聞 社 ､2000年 6月)で妖の

ように述べている｡｢開発の正しい概念は､笛の貯蓄､GNP､その他 の 所 得に関連する変数の成

民を太きく超えるものでなければならない｡ 経済成長の重要性を無視することなく､しかしそ
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弟を超える裸線が必要なのである -開発の基本的な目的を所得や暦の最太化であるとみる

ことは､まったく間違っている〝/ Hr開発は､暮らしとわれわれが草受する自由の向 上にもっ

と深くかかわるものでなければならないF｡それは私たちが社会的により完全な入間になること

を可能に してくれ るのである152㌔ こうして櫨は､これ までの経済成長を追求する倫理に対 し

て新しい理念を童張 した｡飢健､病気による早死､男女間の不平等 といった不自由∴ 政治的 自

由と市民権の剥 奪 とい う自由の欠如は入間社会U)不幸な面であり､その改善は所得と富と同 じ

く重要であるとい う｡すなわち政治的自由､経済的懐鼠 社会的機会､透明性の保証､保護の

保障とい う五つの事段としての自由､それ らそれぞれの発緒 とそれ らの相互連関､補完を通 し

て､人間の自由と潜在能力 (教育,健康､能動的な力-- その人にとって達成可能な諸機能の

代替的組み合わせを意味する一種の自由である)を開発することである53㌔

すでに述べたように内案青自治区で起こっている貧困とは撃なる所得不足だけによるもので

はないQそれ以外に も所得分配をはじめ､アマルテ ィア ･センの提起するような自由の欠如､

殊に社会的機会､ 情報の透明性の欠如､潜在能力の開発が足 りないことも関連 しているO換言

すればジ ョン 8ロ-ルズが述べた r権利､自由と機会､所得 と富､挺率心の社会的基盤 jな ど

｢基轟的なもの｣が充たされていないことにも原因がある54),

結 語 促全くナ免震:,T).･J:め(JTF!l癌

他方､地球生態 システムは発展 す る (進 化 する)が､パイが拡大するとい う意味での成箆は

しないOその下位 システムである経 済 は 最 終 的には停止 (定常) しなければならない ものの､

発展を続けることは可能である55㌔ 市場経済における大慶消費､大数廃棄 といった太閤の行動

は嚢原 曲エネルギ-の浪費､地球温暖化､砂漠化､格差社会 といった数多くの問題をもたらし､

人類文明の生存に瞥鰻を鳴 らしていることが､そのことを物語っている｡従って､これからは

｢成長なき発展｣d一一--- ｢持続可能な発展｣ を構築 しなければならないO

持続可能な発展 は､地球の盤健圏が調 和的､安定的､長期的生産性 を供給する能力を維持す

るように､資源 を もっと生産的､効率的 に 利用することを目指す もので､将来性代に配慮 しな

がら開発をしてい こ うとい うものである 56㌔ その開発は所得 と寓の最太化ではないことが明 ら

かである｡この意味で､持続可能な開発は､アマルティア 8センの ｢自由としての開発｣に照

らして考えてゆ くことができよう｡

要するにその土地によってそれぞれに違 う自然環境に対 して適合するよう､濃い歴史を通 し

て､その地域U)文化や生活様式が育まれてきたE｡そ うしてこそ､人間をはじめとする生態系の

臥))ゝさ､多様性が維持 されてきた .

内蒙古草原に封 じては乾燥､魔水､砂､強風 といった厳 しい 環 境 と脆 弱な生態系にあって生

き延びることの出来る ｢牽 jこそ､生態系を支える生命の源であり､その草原の保護 と維持 こ
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そ極めて墓要である,｡

砂漠化の進行が農業や牧畜業に重大な影響を与えたとい うことは､開発 8開拓 と自然環境の

維持 ･療養とのバランスをとらなければならないことを如実に物語っている, こうした平衡を

保つためには､草原 とい う生態系における共生関係を安定的に維持することなくしては不可能

である′二従って､砂漠化を抑制 し､草原を再生することも､その地域の特殊性に見合った形で

行われなければならない′｡ そのた捌 二は､遊牧民の伝統文化と現代の科学技術や農業技術とを

結びつけ､その自然 環 境 に 相応 しい形で､適正規模での農業 *牧畜を行 うことが必要だと思わ

れるっすなわち､農業生産に関しては､乾燥地域に見合った作物の育成が求められよ う｡

放牧に関 しては革婿の放牧許容畳に見合った放牧に限らなければならない｡加えて､牧畜 と

農耕との循環システムを構築 して､脆弱な自然環境を壊す ことなく維持 してゆける生産形態 を
し∫:Lこl

実現することが焦眉の課題である57)｡そのためには開発 とは､屡 らしとわれわれが宰受する自

由の向上にもっと深 くかかわるものでなければならない｡内憂古草原とい う地域社会に深 く根

ざした遊牧民の社会文化を環境保全と持続可能な発展に生かすには､牧民の 自由､潜在能力を

開発することこそが､先ず もってなされるべき倫理的な課題なのである｡

<注>

日 ウェブサイ トFoE Japarl砂漠緑化プロジェク ト(蜘 p://www.foejapam.org/dese内/area/Iindex,html)記事 r内

モンゴ/Ln砂漠化｣上り引用｢(閲覧 日 :2OO9年 lO月 ヱOtj)

2)謝稚潜師境友好型経済友展模式 (中国民族大学 出版社,2008年 6月第 1版,63頁引用)B

3)孟志毅著 『草原生悉安登済系統可特撰毅展研究』で申開林亜出版社､2007年第-版 ､24宮-275参照)0

射 ウェブサイ トFoE Japan砂漠緑化プロジェク ト抽 嘗pニ/袖ww.fbejapanloTg/desertlarea/in d ex.html)記事 ｢内

モンゴルの砂漠化｣を参照Q (閲覧 日 :2009年 王0月 20EH

5)暴沃伍童編 『草原生悉猛祈祷凋特撰友展』 (内憂宙人民出版社､1997年 10凱 21号-212爵)引用作成｡

6)晶志毅著 『尊療生姦姪済系統可持按笈展研究』(中質林地出版社､2007年第-版 ､壬23藷引用)0

7)拙論 ｢内蒙古の砂漠化の実態 とその要因の考察再『現代社会文化研究 No.42』平成 20年 7月を参照0

8)遺志毅著 野草原生悉経済系鏡面丁持賭蔑展研究j(中風林地出版社､2007年第-版 ､l24頁参照 )O

9)遺志教書野草原盤悉経済系幾可持壊濃展研究j(中国林地出版社､2相7年凝--巌 )の付線 ㌻天然草地退

化,沙化,遮凍枕現状嚢 )より引用Q

息0)隊考朋著 『草原文化的生姦魂』 く人 民出版社,2007年出版渡行 ､8--9蔚引用､参照)o

冒)加藤尚武 『共生の リテラシ----環境の哲学 と倫理』東北大学出版会 2桝5年 望月 1日第 3刷発汚い山

城戸淳著 ｢カン ト的な自由主義 と地球環境の倫理｣103頁引用)0

12日 - 1スモア著 『自然に対する入閣の責任』(岩波現代濃霧､1979年 12月 20日第 1刷発行､123頁)

並びに加藤尚武編 『環境 と倫理---自然 と人間の衆生を演めて』(有斐閣アルマ,2001年 9月 30日初版

第 8刷､153爵参照Q

13)加藤尚武編 『環境 と倫理--- 自然 と人間の共生を求めて』(有斐閣アルマ､200呈年 9月 30日初版第 8

刷､154頁における引用 を参照｡

14)拙論 ｢内蒙古の砂漠化の実態 とその要蹄の考察｣膵現代社会文化研究 No.42』平成 20年 7月)

15) 『人民 日報』2002年 3月 畠日記事 ｢宋熔養魚理美子内蒙古後節寅展的演劇 より引札

16)ジョセフ ･R ･デ 書ジャルダン著 『環境倫理学-環境哲学入門』 を出版研 2005年 2月 S日第 1版第 1

刷発行)146頁参照o

m 加藤尚武編 『環境 と倫理 --一一自然 と入間の共生を演めて』(有斐閣アルマ､2001年 9月 30日初版第 8

割)呈30責参照0

18)蓋志毅著 『草原生志空重済系統可持按薮展研究』(中国林亜出版社､2007年第一一一版)18頁引用C または

｢飛睦 j とはバ ッタの うち､生息密度が轟くなると鮮飛 して集団移動をする性質 に変わるもの｡ また ､
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その集団移動の現象｡ トノサマバ yタ ･オ′､ク- ツタなどにみ られ る｡授入地域の熊作物に大被害を も

たらす｡渡 りバ ッタ､飛びバ ッタともい う′

潮 URL=hup=//www.ccsr,uJokyo.ac.jp/pplar!t/ 記事 鳩 侯 と植物の掩射 繁用 日 間覧 目 :2009年 10月 21巨日

を参照｡

20)晶志毅著 野草原生姦経済系統 可持暖簾展研究J(中国林地出版社､2007年第 -･版､102貢引用上

21)ジ ョセフ ･R･デ ･ジャルダン著 『環境倫理学--環境哲学入門』 (出版研 2005年 2月 8日第 1版第 1

刷発行)32頁参照0

22)後藤富男著 『内陸アジア遊牧民社会の研究』(吉川弘文館､昭和 43年 3月 30日発行)6､12､24--25､

28､40-47､52-53､125-133､頁 とオ トゴン ･ダボシラ ト･ジャンボラ ･ドクルス レンら編著 『蒙古族

牧畜業文化』(内憂古人民出版社､i99畠年 6月第 l版出版発行､モンゴル語版)82--99頁を参照ルー一一詳

しくは拙論 鳩 照にや さしかった遊牧の社会文化---環境倫理学か らの考察 1 膵現代社会文化研究

No.40』平成 20年 7月)1ト ほ 貫をご覧 くだ さい｡

23)拙論 ｢白然にや さしか-3た遊牧の社会文化一一-環境倫理挙か らの考察 …｣膵現代社会 文化研究 No.40』

平成 20年 7月)埠顔を参照｡

24)加藤尚武編 『環境 と倫理--一一自然 と人間の共生を求めて』(有斐閣アルマ､2001年 9月 30日初版第 8

削)156爵参照 とジョセ フ ･R 暮デ ･ジャルダン著 『環境倫理学-環境哲学入門』 (出版研 2005年 2

月 8日第 1版第 1剛発行)68頁参照｡

25) ウェブサイ トFoE Japam砂漠緑化プロジェク ト (http://wwW･foejapanLOr爵/deseruareaìimdex.html)記事

｢内モンゴルの砂漠化｣(閲覧 日 :2009年 10月 20日)を参照0

26)晶志毅著 『制座視城下的尊原生悉好機保折』く迂苧民族出版社,200客年 5月第--決印刷)呈1蔚引用｡

27日 ･パスモア賓 『自然に対す る人間の賓佳』(岩波現代選書､1979年 12月 20日第 1刷発行)68､74､

91,97頁を参照｡

28)健闘正三著 『砂漠化 と戦 う植物たち--がんばる低木-』(研成社､2003年 4月 10日第 1刷発行)72

東 と拙論 ｢内蒙古の砂漠化 の実態 とその要因の考察 JE(『現代社会文化研究 No.42』平成 20年 7月)4貫

を参照｡

29)篠岡正三著 『砂漠化 と戦 う植物たち がんrぼる絵本-』(研成社､2003年 4月 10日第 1刷発行)8豆

El一参照

30)徳岡正三著 『砂漠化 と戦 う植物たち-がんばる低木--』f研戚社､2003年 4月 10日第 王刷発行)87

日参照､､.

31)簡閲正三著 『砂漠化 と戦 う植物たちN-がんばる低木--』(研戚社 ､2003年 4月 10日第 1刷発行)宮4

百参照｡

32)徳岡正三著 『砂漠化 と戦 う植物たち一一一がんばる低木-』(研戚社､2003年 4月 10日第 1刷発行)糾

t!1-参照cL

33)加藤 尚武 『衆生の リテラシー一一-環境 の哲学 と倫理』東北大学出版会 2005年 2月 1日第 3刷発行)74

百参照､

34)加藤尚武編 『魔境 と倫理--自然 と入間の基盤を求めて』(有斐閣 アルマ,2001年 9月 30日初版第 8刷 )

35)プリ-百科寒鼎『ウイキベデ宥デwikipediail｢大量絶滅Jk参照0

36)ェル ンス ト･フォン 8ワイツゼ ッカ-著 『地球環境政策』(有斐閣 呈998年)145爵参照｡

37)遺志親藩 野草原盤姦捜済系統可持塗濃尾研究j(中国林政出版社､2007年第-版 )王90常参照8

38)長崎浩賓 『思想 としての地球』 (太田出版 2001年 10月)44､50､55頁参照｡

39)長崎浩著 『思想 としての地球』 (太田出版 2001年 豆0月)125願参照｡

40)那ホ海嶺著 『水卑生悉』 (内蒙古人民出版社,2002年 蔓2月第一一版)i26東､｢2005年我国畢情況情有

岬些特点｣LTRIJ:(http::■･ncIWS.Xinhuanet.… 什･■h叩 12005120l COntenlj紬1116I-tm)斯-{･FrTq2()O5･.l二一O]記

事 (閲覧 臼 :2009年 10月 20日)..

41)長崎浩薯 『思想 としての地球』 (太田出版 2001年 10月)40責参照G

42)長崎浩著 『思想 としての地球』(太田出版 200及年 10月)120頁参照B

43)拙論 ｢自然にや さしかった遊牧の社会文化 -環境倫理学か らの考察--1 (『現代社会文化研究 No.40』

平成 20年 7月)10-17頁を参照｡

44)小泉博 .大黒俊哉 ･鞠子茂著 『新 ･生態学-の招待か--草原 ･砂漠の生態』(共立出版､2000年 1月

初版)137頁引用｡

頼 小長谷有紀 ･シンジル ト･中尾正義編著 『中国の環境政第---生態移民』--m--シンジル 卜者 ｢序章 申中

国西部辺境 と "生態移民"｣ (昭和盤 2005年 7月 25日初版第 3刷 発行)12-24頁参照C

46)小長谷有紀 書シンジル ト･中尾正義編著 『中開の環境政第---生態 移民』 WWシンジル ト著 ｢序章 ･中
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園西部辺境 と "生態移民" j く昭和堂 2005年 7月 25日初版第 1刷発行)25責参照 C,

紺 Gras摘 ndTercelWebsile記事 ｢禁牧 ･牧草地封鎖 は砂漠化防止 の最適な方法 であるか｣(URL:

htモp://www.burgud.com/morlgOl/reader_ーUnir.asp?burgud王D-a577号bce93e200C36Ⅰ7ed9dfdOe5deaa)を参照 欄

覧 日 :2009年 10月 23日)0

48)遺志毅著 『制度祝城下的尊原生悉景不場株炉』 も迂李民族 出版社 ,200客年 5月第 --次印刷)326-,327頁

参照0

49)拙論 ｢自然にや さしかった遊牧U)社会文化 -環境倫理学か らの考察 ｢｣膵現代社会文化研究 No.40』

平成 20年 7月)17貢を参照｡

50)加藤尚武 『共生の リテラシー-{-棚環境の哲学 と倫理』鹿北太字出版会 2005年 2月 1日第 3刷発行い､

城戸淳著 ㌻カン ト的な自由主義 と地球環境の倫理 目 玉03頁引用｡

51)遺志毅著『制度祝城下的革原生秦野蟻保折損 迂苧民族 出版社,2008年 5月第 1---次印刷)23頁､327I"一32苫

東 と姦志毅著 『草原生志蛭済系統可持按笈展研究j(中国林地出版社､20位7年第-版 )116頁参照1

52)アマルテ ィア ーセンほその著作 『自由と経済開発』 ‖]本線済新聞社､2000年 6月) 13貫引用｡

53)アマルテ 1ア ･セ ンほその著作 『自由と経済開発』‖ヨ本経済新聞社 ,3000年 6月)昔7､19､41､糾

頁を参照0

54)アマルテ ィア .センはその著作 『自由と経済開発』‖]本経済新聞社､3000年 6月)害0-81房を参照LA,

55)ジ ョセ フ ･R 8デ ･ジャルダン著 『環境倫理学--環境哲学 入門』 (出版研 2005年 2月 呂田第 1版第 重

刷発行)96頁参照O

56)ジ ョセ フ ･R ･デ 書ジャルダン著 『環境倫理学 I---環境哲学入門』 (出版研 2005年 2月 岩田第 l版第 1

刷発行)134函参照｡

57)拙論 ｢内蒙古の砂漠化の実態 とその要因の考察 ｣(『現代社会文化研究 NoA2』 平成 20年 7月)17頁

引用.

圭指導教員 ぐ栗原隆教授)､副指導教員 (井 出弘幸教授 ･宮崎裕助准教授)
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